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最新のSELENE、LROデータによる月数値標高モデル (DEM)
The newest lunar digital elevation model (DEM) from SELENE and LRO data
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2007年に我が国が打ち上げた月探査機 SELENE（かぐや）に搭載された地形カメラによる月全球の 10ｍ/画素の解像
度立体視データを基礎に、SELENE搭載マルチバンドイメージャデータならに米国月探査 LROに搭載された高度計デー
タ（LOLA）によって補完された月全球の数値標高モデル（DEM）の最新版について、本講演では紹介する。

これまで、SELENE地形カメラのステレオ視画像を基にした数値地形モデル（Digital Terrain Model）データが、画像
データとともに、SELENE　レベル 2データベース（LINK 参照）配布されてきている。また、これらを基にした、月全
球についてモザイク処理を施した DTMマップとオルソ画像マップも公開されている（LISM/高次プロダクト；プロダク
ト名は、DTMマップ、TCオルソマップ）。これらモザイクデータは、極域にいたるまで等経緯度図法で表された 3degｘ
3degのタイル状となっている。1画素あたりの解像度は、赤道域では 7m/画素となるような、リサンプリングを施して
いる。
地形カメラデータは、ほぼ月全球の観測を行ったが、裏側の高地等に、隣接軌道で数%以下程度ながら抜けが生じた。

（ただし、全球に対する被覆抜けは 1％以下）。また、極域については、陰が多く数値地形モデルが作成出来ないところ
が多い。そこで、地形カメラデータを基に、抜けの部分を他データによって埋めて、より被覆率の高い地形標高モデル
が作成されている。この時利用されたのは、SELENE搭載マルチバンドイメージャ（MI）可視域（VIS）データからの
DTM と、LRO搭載 LOLA（高度計）のデータである。MI-VIS データは、水平解像度 20ｍである。MI-VIS は、二次元
の検知器について、5つのラインを残し後はマスクすることで、各ラインが、あたかも一次元センサーのようにして月面
をスキャンし、二次元画像を得る。したがって、MI-VIS の異なるラインの間には、視差が生じることになる。この視差
を使って、DTMが作成できる。最も前側と最も後ろ側のライン間の画角は、± 5.48 degである。MI-DTM によって、特
に裏側の高地で抜けたところが補完された。

LROに搭載された LOLA は、スポット半径 20mの５つのビームが打たれる仕様になっており、各スポットの衛星進行
方向の出射間隔は 10～20mである。経度方向の水平解像度は軌道間隔で決まるが、極域は、非常に密なデータが得られ
ることになる。地形カメラの数値地形モデルデータより、緯度約 85°以上で、LOLA の水平方向のデータ密度が上回る。
これら MI-DTM と LOLA データを統合して、新たに全球の数値標高モデル（Digital Elevation Model:DEM）「SL-

DEM2012」が作成されている。ただし、これまでの検証で、全球的に数mのオフセットが LOLA データと、SLDEM2012
との間に残っていた。そこで、このオフセット処理を取り除く補正処理を行い、新たな DEMの作成を試みている。この
DEMが出来れば、これまでの月面全球を覆うDEMマップとしては、世界最高精度のものとなる。このDEMマップは、
月科学研究、更には将来の月探査において、非常に重要かつ有意義なものとなることが期待される。

【LINK】
SELENEデータアーカイブサイト
（日本語）http://l2db.selene.darts.isas.jaxa.jp/
（英語） http://l2db.selene.darts.isas.jaxa.jp/index.html.en
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